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I 緒 看

一般にすべての感染症に於て,そこに現われ

る組織像は生体の防禦機転の表現と見1r故され,

寄壬上体と宿主の相互関係によって規整されるも

ので,その両者の質的及び墨的な要素が基本的

な組織像に加味されて種 々の複雑な病像をirl:.す

るのは当 然の]i:である｡ 従って,この複雑な病

理組織像を明確に把握 し,〕郵rj/JFするには,名状

忠に於げろ基本的な組織像に関する知識のみな

らず,既知の各種条件の変化が痛像に及ぼす影

響,修飾に関 して,組織一発牡の立場から充分分

析理辞 し,解明された知見の裏付けを以て始め

て可能となるのであるo Lかも,巷間優々これ

ら木質的な問題が等閑に附され,基本的な,皮
るべ く里-化された条件のもとにおける組織像

の充 分な理経な しに,徒 らに複雑化 した条件の

もとで観察 し,論い.視雑な病像の解釈に苦 し

むのみならず,時には誤った方向に結論を引出

す憾な しとしない｡

結核症に於ても勿論その例に洩れず,特に本

症の様な慢性疾患では経過が良い2rl吊こ一一屑病像

は複雑となるのである｡人体例でも,種々の動
物実験でも,夫 々外界から与えられた柾 々の僧

体の条件或いは菌の種類,発育条件等によって
夫 々特徴的な組織像の修飾が行われる事は優 々

経験するところである〔結核症の病理組織像は

基本的には Aschoff以来,漫ILIEl里(Exsudative)

及増班型 (Productive)の 2型に分類 されて来

たのであるが,近年高松教授は1)結核症の組織

発生を諭 し∴ 所 詔増殖型として分類されたもの
が,単一だものではな く,病畏局所に於て,線

維の増捕する像と,線維のi;I(:-:/;:_:三Hi著でな く,

細泡が局所で分裂 ,繁姉 する像と2つ に 分 i=iTi

L, 前 者 を増 姉 型 , 後 者 を繋栖型として区別す

べき事を捉 唱 し,結 核症が浸出型から進展 して

繁姉型の像を主休とする相 と,増狛性の像を主

体とする相とにわけられることを明 らか に し

た(この禦姉型の組織像は, 高 松教授も指摘す

る様に,知上皮細胞結節 を以て特徴づけられる

ところの三類肉腫症 (Sarcoidosis)との 関 連 から

も注 目されるところである｡

抜,我々が,人体にしろ,動物美験にしろ,
口常経験するところの結核症はその殆どが人型

菌,時に-牛型蘭によるもので,鳥型菌に対 して

は比較的緑が蒔 く,動物学の分野に於 て ほ 動

物,特に鳥類の結 核と云う立場から非常に爪要
な課題ではあるが,医学関係,特にその病理組

織学的知見に闇 しては人型及び牛型菌に比 し著

しく幸腔,J-が少ない｡

鳥類の結核に関 しては古くから記 載があり,

- 1-



- 2-

Zeller(′32)2) の報告に集約され,更に,Feldman

(′38)3) が烏型菌に関し,鳥類のみでな く広 く

各種動物に於ける所見を詳述 して居 り,烏型菌

による結核症を理解するには一読に値するもの

であるが,その病理組織学的記載に関 しては,

組織発生の立場からも,病像解釈の上からも必

ず しも満足 し得ないところがある｡特に著者が

関心を寄せるところのものは,その挿 図 に示

される組織像が屡々定型的な類上皮 細 胞 結 節

であり,前述の繁殖性の相が溶出性或いは増殖

性の相と比較的分離されて特徴的な 像 を呈 し

ている事である｡Feldman自身は時に繁 殖 性

(Proliferative)と云う言葉を使用 しているが,

病機の相としての解釈には触れていない｡然 し

乍 ら,これは複葉臣な結核の病理組織像の解析に

当って極めて重要な問題であろう｡この様な観

点から著者は実射こ於ける実験的馬型結核症を病

理組織学的に検討を加えた｡即ち,難は鳥類の

中でも最も自然感染による結核症が多いといわ

れ,且,比較的入手,飼育も容易なところから

これを対象とした｡ 而 して Feldmanも指摘す

る様に鶏は自然感染の結核症が多いところから

逆に実験に当っては自然感染の有無に充分の注

意を払うべきで,著者は生後 5日の幼君なもの

を使用 した｡

次に烏型結核に関する一連の仕事の一つとし

て,贈化鶏卵に菌を接種 して,貯化完了後の病

巣の推移を検索 した｡一般に胎児期には病巣を

作り難いとされ,Wabby(′29)4)によれば,罪

結核性の鶏から得た受精卵及非受精卵に結核菌

を接種 した場合に前者では余 り菌が 増 え な い

が,後者ではよく増えることがあり,而も,感

染 した照化卵が発育 し,雛が生まれた場合,負

速な個体の条件の変化がその後に及ぼす影響は

興味深い｡

元来卵字化卵は Virusの培養基に使用されて居

り,梁尿膜,卵黄嚢,羊膜腔,尿膜腔,等-の

接種が行われているが,これらは雛になると萎

縮,脱落 し,且,間接的に胎児に到達するとこ

ろから,定量的な観察には適当でない｡然るに

Lee等 (′47)5) によって行われた静脈内接種法

が,これらの欠点を補う優れた方法として採用

された｡
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Ⅲ 第 Ⅰ 実 験

1 実験材料及び実験方法

結核菌 :固型卵培地に15日間培養 した烏型結

菌獣調株*を使用 し,これを法の如 く浮遊液と

して調整 した｡尚,烏型菌は他の菌型よりも容

易に均等になる｡

動物 :自家飼育で生後約 5日の家鶏の雛を使

用 し, その翼下 の静脈に上記菌液 0.2cc(菌量

0.25mg)宛注射 し, 菌接種後 1週から15週に

至る毎週毎に5-8匹屠殺 した｡屠殺後速やかに

柿,肝,牌,腎を取り出し,形の如 く固定,包

哩,パラフィン切片とし,-マ トキシリン･エ

オジン染色 (以下H･E染色と略),鍍銀 染色

(同氏変法),結核菌染色 (Ziehl-Neelsen),

一部 VanGieson染色を行い検鏡 した｡

使用 した鶏は計90匹で,途中死亡 したものは

ない｡

2 実 験 成 績

i) 肝臓に於ける所見

(A) 第 5週迄の所見

肝臓に於て,初期には肉眼的には著変を認め

ず,特に結節としては殆んどみられない,唯,

何れの例 に於ても浮腫状の外観を呈 している｡

組織学的には,肝細胞は一般に腫脹 し,この

事は鍍銀染色に よって 類洞 (Sinusoid)を形成

する格子線維の所見からも明らかである｡又,

空胞変性に陥ったものが多い｡更に屋細胞も一

般に腫大 したものが少 くない｡ Glisson氏鞄も

一般に浮腫状である｡これらの所見は結核菌の

注射による初期の中毒症状の表現とも考えられ

るが, 5週以後の肝に於ても同様にみられる場

合がある｡

(a) 1週後の所見

何れの例に於ても,肝実質或いは Glisson氏

革酎こ粟粒大以下の′j減同胞浸 潤 巣 を若 干 認 め

る｡この種病巣を仮に第 Ⅰ型と呼ぶ｡これらは

何れも血管又は類洞と密接な関係があり,血行

性の感染である事が明らかである｡肝実質に於

けるこの浸潤巣は結節とは云い難いが,周囲と

*使用した烏型結核菌獣調株は本研究所細菌学部植

田三郎教授の衡好意によって提供されたもので,

ここに併記して謝意を表明致します｡
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の境界は一般に明確であり概ね小円形である｡

これを構成する細胞は,中等大の楕円乃至紡

鍾形或いは多角形の細胞で,核は楕円形,粗大

職粒状の染色質を中等量有するっ核小体は一般

に不明瞭である｡これらの喰細胞で核の形態や

構造から単球と断定出来るものは:少 い｡ そ の

他,若干の淋巴球等を混ずるがその数は少い ｡

この浸潤巣に於ては明らかに核分裂を認め,こ

の種の細胞が単に遊走 して来たのみでなく,局

所に於て分裂増加 している事を示す｡細胞の変

性,壊死は殆んど認めないが,一部の浸潤巣で

は後に述べる様な部分的な変化を生 じている｡

これに接 した肝細胞は一部圧迫萎縮に陥ったも

のもあるが,余り明確でない｡場所 に よ っ て

は,この浸潤巣が Sinusoidの艦内 に突出し,腿

は 2/3以 下 に狭 くなっている像を認める｡即

ち,これらは喰細胞の単なる浸潤による溶出性

炎ではなく,所謂繁殖性炎の像である｡ この裏

付けとしての鍍銀染色では,格子線維の増殖は

全 くなく,この部の圧排されたと患われる一条

の線維が周囲に認められるのみである｡

一方 Glisson氏鞘に於ても,血管に接 して小

浸潤巣があり,これは血管壁を底辺とした棋状

で,細胞としてほ上述のものと同株であるが,

淋巴球,好中球も可成 り含まれている｡ 又,そ

の粕大きい浸潤巣では一部後述の様な細胞の変

化を認める｡

結核菌染色ではこれらの浸潤巣で菌を認める

事は困難であった｡

第 1週の標本ではこの第 Ⅰ型の病巣が主とし

て認められるが,その他,主に肝実質に於て,

粟粒大以下の小さな,明らかに第 Ⅰ型と区別さ

れるところの円形の病巣が認められる｡これを

仮に第Ⅲ型と呼ぶことにする｡これはその周辺

部に於ては主として第 Ⅰ型にみられた様な中等

大の喰細胞からなり,原型質の形態も明確で,

核の染色質も中等品認められ,一部の細胞は核

濃縮に陥っている｡これらの細胞に二取囲 まれ

て,中央部では数個乃至10数個の,精々大形の
細胞を認める｡ 核は楕円形で,染色質に極めて

乏 しく (非常に明調である),原形質は楕円形

或いは不整多巧形で,一部可成 り大きな空胞を
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認める｡この病巣と周囲組織との境 界 は 明 確

である｡鍍銭染色によっては,殆どの病巣が線

維の乱れ,或いは消失から他の組織から区別出

来る程度であるが,一部の約大きな病巣では 1

- 2条の線維が周囲をとりかこんでいる｡結核

菌染色でも少数乍ら菌を証明出来る｡この第H

型が進展 して主として乾酪変性を含む結核結節

を形成するのである｡又前述の第 Ⅰ型の浸潤巣

の中で精々大形のもので,主として血管と反対

側にこの様な淡明化 した細胞を認める場合もあ

る｡これは病巣進展の機転を暗示するものとし

て注目したい｡

第Ⅲ型の亜型として,非常に小さな病巣で,

細胞は数個乃至10数個 しか認めず,周囲との境

界不明瞭なものや,或いは逆に,刑 々大きなも

ので,内部の淡明な細胞が著 しく萎縮性で,原

形質は網状に連絡 して,空隙を多数 認 め る も

の,更に,この種の病巣で,周囲の細胞は殆ど

消失 し,淡明な萎縮性の細胞が極めて疎に散在

し,周囲とは 2- 3条の結合織で分界されてい

る様なものも認める｡

これ等の標本の鍍銀染色では,病巣部は格子

線維が断裂,或いは圧排 されて屠 り,容易に正

常組織と区別出来る｡ 然 し,線維が新生されて

い る像はない ｡

第Ⅱ型にみられるこの淡明な細胞は人体結核

の例にみられる様な類上皮細胞とは異り,遥か

に円味をおび膨大 した様な像であり,又,その

萎縮 したものでも,所謂短冊型の型態をとらな

い｡ しか し,この細胞が結核菌を摂取 して居る

事や,以後の発展過程から,一種の類上皮細胞

と考えてよいであろう｡

上述の2型の病巣の他に血管に接 して数個の

細胞が浸潤 しているものが所々に認められる｡

(b) 2乃至 3週後の所見

全般に鳩巣の数が 1週に比 して非常に多 くな

り,而も多 くの例に於て前述の第Ⅲ型の摘果が

主になって居 り,これが結核結締としての基本

型である〔結節は 1週の例に比 し,大きさを増

し,略々月形で一部は粟粒大に達 している,そ

の原形質は必ず しも明確でない｡核は棋ね楕 円

形で,-邦円形,或いは長 く短冊型で,染色質
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は非常に少 く淡明である｡ 核小体 1個 を 明 確

に認める｡ 一部の細胞では原形質が好酸性を呈

している｡核分裂像は認めない｡その他少数の

好酸球を認めるがその多 くは形態が崩れ,変性

崩壊の傾向を示 している｡結節周囲には, 1過

に於けると同株,主として中等大の喰細胞が存

在 し,その他, 淋巴球等の円形細胞も認められ

る｡これらの結節は周囲組織との境界が明確な

ものが多いが,一部には外部の喰細胞層が棋状

に外方に延長 しているものも認め,それは血管

に連絡する場合が少 くない｡

鍍銀染色では,数条の格子線維が輪状に結節

をとりまき, 1週に比 し層がftJlこくなっているO

内部に於ては,線維の新生は全 くみられず, 1

週でみられた既存の断裂 した線維も殆ど消失 し

ている｡即ち,内部の類上皮細胞層に於てほ増

殖性変化は起って居ないものが多い｡少数の桐

大形結節では,内部にも若干認めるが,これは

2- 3個の小結節が融合 したもので,融合部の

線維が残っているものであるO又周囲から僅か

に格子線維が伸びているものも認めるが,類上

皮細胞 自身から産生されたものではない｡

これらの結節では何れも結核菌が証明され,

特に粟粒大近 くの荊lD きヾな結節では多数の菌を
認める｡何れも1週の時の様な 1個宛遊離 した

状態でな く, 2個以上数個の集合をな し,明ら

かに菌が増殖 した状態を示 している｡

この様な基本的な結核鳥相Jの亜型として,節

1週に於ても認めた様な周囲の細胞反応が非常

に弱 く,且,内部の類上皮細胞も多 くは変性萎

縮を示 している様な結節も存在する｡その細胞

間質は非常に珠で,多数の空隙を認め,細胞は

網状に連絡 している様に見える｡この結節も第

1週に於けるよりも栴大きくなって居 り,周囲

は 1-2条の線維で囲まれ,明らかに周囲組織

と分界されている｡且,その一部の例に於て,

1万に喰細胞,淋巴球等の細胞浸潤があり,こ

れが延長 して血管に連絡 している像を認める｡

鍍銀染色では結節周囲に数条の格子線維が略円

形に囲み,内部には断裂 した線維を 若 干 認 め

る｡鍍銀の所見のみでは上述のⅢ型の基本型と

は区別が困難であるが,この種結節では融合の
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傾向がなく,且,内部の残存線維が桐多い等の

傾向を示す｡菌染色によって,多 くの例が結核

菌を証明する｡量的には基本型程多 くは な い

が,特に粟粒大に近 くの大きい結節では可成 り

多 くの菌を認める｡次に第 Ⅰ型に属する病巣と

して,第 1週に見 られた様な喰細胞の浸潤,繁

殖像は,動物によっては 1週同様に多数認めら

れた例もあるが,第Ⅲ型の結節が多 く存在する

様な例では非常に少い｡然 しこの様な例では第

Ⅰ型の変化,発展 したものとして,第Ⅲ型との

中間型とも云うべき形が認められる｡即ち,概

ね円形の病巣であるが第Ⅲ型の様に周囲組織と

の境界が明確でなく,結合繊による周囲との分

界像は全 く認められない｡これを構成する細胞

は中等大の喰細胞が多 く,その一部の原形質は

ビマン性にエオジンによく染り硝子様化 した様

な観を呈 して居 り,更にその一部は数個の細胞

間で帯状に連絡 して居るOその他淋巴球,好酸

球も認め,又淡明な核を有するところの類上皮

細胞も存在する｡これらの細胞が交錯 して病巣

内に認められる｡一般に,1週の時の如 く,細胞

が密でなく,繁殖像としての核分裂等の所見は

見 られない｡この種病巣で特に注目すべき所見

として,鍍銀染色によって,殆んど の 例 に於

て,格子線維が病巣内に於て不規則に交錯 して

密に増殖 して い るO且,第II型にみる様に周

囲を輪状に包む様な事はない｡この種病巣は多

くは血管と密接な関係にあり,血管壁に接 して

存在する｡更にこの病巣を 2型に大別すれば,

②む しろ第 Ⅰ型に近 く,比較的単一な喰細胞等

によって占められるものと,②む しろ第Ⅲ型に

近 く,その構成する細胞は類上皮細胞を始め種

々の形態をとって交錯 し,且,周囲との分界像

が明確でないもので,この群に於てほ前述の様

に原型質が好酸性を呈 しているものも認められ

る｡

菌染色では殆ど菌を証明 し得ないが,後者の

例では時に少数乍 ら存在する事がある｡

その他,第Ⅲ型の結節で,類上皮細胞は内部

に数個 しか認められない小形のもの,或いは,

その周囲の喰細胞の殆どが核■濃縮性になり,一

部の細胞は核崩壊に陥ったもの も あ り, 又,



昭和35.3

Glisson氏鞘内血管FTi出こ沿って小浸潤巣を認め
る事も少 くない,又,鍍鋭染色で線維の走行が

僅かに乱れたり,断裂,肥厚をおこした郡を H

･E染色と対比すれば,崖細胞が博大 し,数個

の喰細胞が某っている様な部位も認められる｡

(C) 4- 5週経過後の所見

第Ⅲ型の結節は更に大きくなり,且,隣接の

結節が相互に融合する傾向が勅昌ヤになる｡肉眼
的にも粟粒 大の灰白色の結節として明らかに認

められる｡病理組織学的には3週に続いて 2型

に大別 されるC即ち Ⅰ:第Il型の進展した結節で

桐大きいものは 2乃 3個の結節が融合 して,閏

凸のある不整な円～楕円形を呈 している｡その

他,初期 にみられた小円形の結 節 も可成りみら

れる｡これらの結節では周囲の細胞反応は比較

的軽度で,前述の喰細胞や好醸球を少数みとめ

る｡ しか し,その結節を構成する細胞の大部分

は類上皮細胞で,定ZT.J_的な類上皮細胞結節であ

る｡H:第 1週に引続 きⅠ型に屈する病巣も認め

られる｡ 前者の類上皮細胞結節を更に大別すれ
ば (彰比較的大きな粟粒大工),上のもので,融合

したものであるO内部は類上皮細胞で古められ

るが,その頃形質の境界が不明で,全休にビマン

性に好酸性を呈するところが少 くない｡鍍銀染

色で,格丁練経が輪状に数条囲んで周 囲組織 と

明らかに区別 し, 3週までよりもその層が若干

付 くなって_RJ軸こなっている｡結節によっては

求心性に内部に緑維がのびている(又内部でも
これに連結 した線維が結節を 2- 3桐にわけ,

明 らかに融 合した車を示 している｡しか し,その

融合郡では精子祝経が 消 失 しているところもあ

る｡内部の類上細胞の存在部では机Ha格子緑経
冒/消失して,認められない場合が少 くない｡こ

の種結節では最 も大鼠に結核菌を証明する事が

Tl臣にるO②既述の3週迄の第Ⅲ型に相当するも

ので,大きさは初期にみられた根にごく小 さい

ものから粟粒大に至る円形の結'LllJであるが,周

囲の細胞反応は何れも軽 くなって居 り,主 とし

て知上皮細泡よりなる結節であるが,①の株に

融′合していないものである｡これの亜型として

内郡の構造に若干の空隙を認めるものもある｡

格子線維の増姉は周囲に輪状には余り強 く増殖
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して居ないが,これから求心性に内部にのひた

もの,或いは既存の断裂 した線維は少 くない｡菌

は① と同株に可成 り証明されるが,一般に小形

のものでは少い〔(参3週迄にも見られたが,用閲

には極めて薄い結合繊が輪状に囲んで,周囲組

織 と区別 し, 内邦の類上皮細胞は萎縮性で,殆

ど網状構造の様にみられるものである｡一見治

癒過程にあると思われる｡鍍釦染色では内部に

も車等度に格子線維がみられる｡結核菌は比較

的少ないが証明される｡④余り定型的な結節で

はないが比較的小形で類上皮;'冊泡及び喰細胞等

が交錯 し,境界不明なもので,格子線維が内部

で密に増狛 している｡菌は,;類上皮細胞の多い

部では証明されるが,一般に上[iLlの例 よりも少

い｡この枝に 4- 5週で結核病巣の拭木型とし

ての類上皮細胞結節が完成され,格子線紬も周

囲に輪状に増殖するが類上皮細胞 自身が線維を

産生する像が認められず次のE綱引二移行するの

であるが,これら結節の組織像を,病理組織学

的に類上皮細胞結節で特徴づけられるところの

類肉腫症 (Sarcoidosis)のそれと比較 してみる

に,類上皮細胞結節という基本的な点では共通

し類似点 も多いが､後者では､む しろ 繁 姉 性

に,且,拡大性に眉間にひろがって居 り,71日こ

周 囲組織oj細泡は圧迫萎縮に陥っている場合が

多いのに対 し,二本例では,周囲組織を蛮触性に

侵 し,圧迫萎縮 の像は殆どない古が特徴的であ

る｡又,好駿性結核菌の有無等もその違いであ

ろう〔

か くして, 5週頃迄に多くの例で,第 1- 2

週に於ける第lI型の病某が進rl壬して類上皮紬 昆
結節が主体 となるが,動物によっては,これ ら

結節が殆どみられず,第巨型の喰細胞のみのiJi･
潤巣が散見されるに過ぎない抹な例もあったー

これらには結核菌を証明出来なかった｡

以上が本実験に於ける牢口二｢糾 明Jd結節形成硯

として第 1期の反応とみてよいであろう.I

(B) 6週以後の所見

6週以上経過すれば,多 くの例に於て肉眼的

にも粟粒大に至る灰白色の結節を認め,f刷悶組

織との境界は明確である｡

組織学的には乾酪巣の形成が最も特徴的であ
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る｡

(a) 6乃至 7週の所見

それ迄にみられた融合型の類上皮細胞結節の

内部に於て乾酪化の傾向を認める｡即ち,内部

の類上皮細胞の原形質がビマン性にエオジンに

よく染り,核は濃縮 (Pyknosis)乃 至 は崩 壊

(Karyorrhexis)してくる｡類上皮細胞自身には

この様な変化がみられなくて,問質が帯状乃至

は網状に好酸性を呈 してくる場合もある｡これ∫

は類上皮細胞結節でも比較的内部に空隙を認め

る例に多い｡又,融合部の格子線維の存在部が

帯状に硝子様に好酸性を呈 して来る｡この様な

傾向は結節の中央部のみでなく桐辺縁に偏った

吾郎こ於ても認められる｡こうした結節のみでな

く,比較的小形の類上皮細胞結節でも,内部が

全体に硝子様化して居るものがあり, Ⅰ,Ⅲ型

の中間に属するもの,或いはⅢ型の亜型として

扱って来たところの類上皮細胞や喰細胞が交錯

し,病巣の境界が不鮮明であって,格子線維が

密に増殖 している様な病巣でも,その内部に於

て壊死を来 している像を認める｡この様な部分

では格子線維が一部消失 していて線維が少い事

があるO更に一見治癒傾向を示すと解釈される

様な結節,即ち,屡々記載 して来たところの内部

組織が極めて疎で,網状を塁 し, 1- 2条の線

維で周囲と明確に分界される様な結節に於て,

その内部や更に周囲の輪状に取巻 く線維様の部

が硝子株化 している｡これは古い腰原線維の癒

痕化への過程としての硝子株変化とは次の点か

ら区別して考えるべきであろう｡①これが内部

の硝子様化 した類上皮細胞-連続 している様な

像も認められる事,②この外部に更に喰細胞や

時には類上皮細胞も現われて病巣が拡大 してい

る事,(診この様な結節に4- 5遇までよりも更

に多数の結核菌が証明される事,等から,治癒

過程にあるのではなく,逆に乾酪化-進展 して

いる像と解釈せざるを得ない｡この病巣では格

子線維は周囲の輪状にみられた線維の更に外側

で,浸潤細胞のみられる部位でも輪状に増殖 し

ている｡一般にこれらの乾酪化の傾向を示す病

巣では周囲の格子線維が増 し,又,例外なく結

核菌が証明される｡それも,初期に認めた様に

京大結研紀要 第8巻 第3号

孤在性に存在するのではなく,数個或いは10個

以上の菌が集団的にみられ,特に融合型に於て

多量に証明される｡この様な乾酪化の傾向のみ

でなく､一部の標本に於ては,中央部が完全に

無構造な乾酪巣を形成 しているものもある｡即

ち,中央部が,好酸性の乾酪変性を示 し,好塩

基性の核崩壊物を含んでいる｡その周囲には類

上皮細胞が多数存在するが,それまで,不規則

な配列であったものが,中央の乾酪物に向って

求心性の配列をとる様な傾向がみられる｡又,

巨細胞がみられたが,これはむろし異物型が多

かった｡又,この乾酪巣の外方には類上皮細胞

性の小さな娘結節が形成されている｡勿論菌は

乾酪巣の中に多数認められる｡格子線維の染色

では線維が輪状に柄厚 く結節を包囲し,且,太

い｡又この様に比較的早 く認められる乾酪巣は

何れも数個の結節の集合である事が 明 瞭 で あ

る｡

この様に初期に第 Ⅱ型として分類 した結節は

多少なりとも乾酪化の傾向を示 し,特に基本的

な型と考えられ,拡大,融合の傾向を示すもの

では,この時期に,既に明らかな乾酪巣にまで

進展する場合もあるo しか し,これらの結節の

他に血管に連続 して模状に喰細胞が浸潤 し,そ

の一部が類上皮細胞化 した様な像もあり,その

部でも結核菌が証明された｡

(b) 8- 9週後の所見

標本によって必ず しも病像は一定せず,広 く

乾酪巣を形成 したものが多いが,所々に喰細胞

の浸潤巣を認める程度のものまで種々ある｡

乾酪巣では,中央の乾酪化した部はエオジン

に濃染 して無構造にみられるが,この部が更に

拡大 して, 6- 7週よりも広 くなっている｡そ

のまわりには類上皮細胞層があるが,乾酪物質

に接 してほ殆どの細胞が求心性に位 置 して 居

り,多 くの細胞の原形質が好酸性を呈 し,且,

核が濃縮性で,一部に崩壊像もみられるO又,

多数の巨細胞がみられるが,この核も一般に濃

縮性であり,異物型のものが多い｡ しかし,所

々に Langhans氏型のものも認める｡ その外

方には淡明な核を持つ類上皮細胞が位置してい

る｡即ち, 6- 7過に乾酪化の傾向を示 して,
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更に進展 した病巣では,中央の乾酪物質とその

周囲の類上皮細胞層との問に,巨細胞層とでも

呼んで良い様な,巨細胞及類上皮細胞を含む層

が区別される｡ しかも,これらの細胞の核は何

れも濃縮性である｡この様な壊死-移行する中

間的な層の存在は病 巣進展の上から当然考えら

れるところであるが,巨細胞が,ここに存在す

ることは他の人体及び実験的結核症の例と較べ

て興味深い｡又,この郡に多数の空隙がみられ

るが,これは脂質の存在を意味するものであろ

う｡扱,この時期に於ける乾酪物質の辺縁は一

般に凹凸甚だ しく不規則で,好酸性物質が放射

状乃至は柱状に周囲にのび,それが 核 濃 縮 性

で,好酸性の原形質を持つ類上皮細胞に移行 し

ている｡又,これらの問には未だ淡明な核を持

ち変性傾向の余 り強 くない類上皮細胞が存在す

る｡これは乾酪変性の拡大の形式を示すもので

ある｡

扱,この様な乾酪物質及び,類上皮細胞層を

包んで,その外方には明らかに腰原線維が輪状

に増殖 し,鍍銀染色でも,それまで,主として

比較的細い格子線維が輪状に増殖 していたが,

この時期にはむしろ粗大な,赤紫色に着色する

線維,即ち腰原線維が主としてみられる｡この

部では以前に比 して細胞は一般に少い｡又,類
上皮細胞層では,融合する以前の結節の構造を

残 して格子線維がみられるが,一般に線維が太

く,これに続いて,細い線維がのびている｡こ

の線維は概ね求心性の方向を示 している｡乾酪

物質の内部でも粗大な格子線維が種々の程度に

残っている｡その線維の量は周囲の類上皮細胞

層における量と略々併行するが,時には内部に

多量にみえる事もある｡これは後に述べる様に

数個の小結節が同時に融合 し,相接する中 央の

結合織部が乾酪化し線維が多いもの と思 わ れ

る｡結核菌染色では乾酪変性の部では例外なく

菌を無数に認め,核濃縮性の類上皮細胞の原形

質内にもIftJi･々 数個以上の菌を認める｡ 又,淡明

な核を持った類上皮細胞や,巨細胞の原形質内

に菌の存在する事も稀でない｡

8- 9過に於ては,この様な尚発展傾向を示

す乾酪巣の他に,これに接 して明らかに娘結節
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と呼び得る類上皮細胞結節や或いはこれと別個

に,既述の様な種々の結節が多数みられる｡時

には先に鍍銀の所見で触れた株に小結節が数個

接着 して,その中央のむ しろ問質に相当する郡

がビマン性に好酸性を呈 している様なところも

ある,これが後に中央乾酪都に好銀線維の多い

結節に進展するのであろう｡又, 6- 7週に示

した様な,硝子様化乃至乾酪化の傾向を示す結

節が少 くない｡一般に大形の結節は殆ど腰原線

維で包まれ,内部の格子線維は必ず しも多 くな

い｡菌は殆ど例外な く各結節に狛 井目ii来るOこ

の様な著 しい結核結節の進呈を認める例が主で

あるが,一方では,小さな類上皮細胞結節のみ

のものや,稀には喰細胞の浸潤のみしかみられ

ない様な標本もあった｡

(C) 10週～15遇の所見

10-15遇に至る問には病巣が益々拡大する｡

即ち,個々の乾酪巣は周閏の娘師弟を包含して

大きな結節となり,又, 2偶以上の乾酪巣が相

互にこれ又融合し,本来夕日日を彼,Liしていた結

合繊は一部消 失し乍らも,内部に残 り,更に全

体をノこきくliんで結合繊が増殖しているへ従っ

て,この時期に於ける乾酪性結節は早期の略々

円形を呈 しているのとは異 り,積々の不整形を

し,鍍銀染色でも最外周に輪状に線維が増的 し

ている以外に内部にも種々の不lt腰 に椅子線維 或

いは871冒原線維も認められるっ しか し,概 して,
章雄封ヒした部分では線維は少ない｡又,14週の

例で,精進犀のおくれている例として,粟粒大

の結節で鍍銀染色によると,数個の小結節が輪

状に融合 して周囲に線維が増刷 している他に中

央にも比較的密に線維がみられるここの様な結

雄で申央郡が乾酪化すると,さきに8- 9週の
所見で述へた桟に乾酪化部が,その外側よりも

む しろ格子線維が多い様な結果に な る｡ しか

し,これも何れは消失するものと考えられる｡

又周囲との境界不鮮明で,格子線征が密に増抽

して屈たものでも乾酪化の拙句を示 したが,こ

のuM釦二はその名残 りは殆どみられず,一般の

乾酪化巣と同様,結合織被膜で被包され,且,

乾酪化部では格子線維も消失 してゆ く様 で あ

る｡
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この様に,融合,発展する不規則な形をとる

乾酪化巣及びその娘結節がこの時期の代表的な

組織像であるが,その他に注意すべきものとし

て,乾酪巣を有する同一の標本の他の部分で,

10個以上,20個近 くの小類上皮細胞結節が融合

して一つの大きな結節を形成 して屠 り, しかも

乾酪化の傾向を示さない｡これはH･E染色で

は 1個に しか見えないが,鍍銀染色では格子線

維で明らかに小結節に区別され,部分的には腰

原線維も増殖 している｡この様な結節が,以後

どの様な経過をとるものか,尚長期の観察を必

要とするが,恐らく乾酪化はしないものと考え

るがこの病巣にも結核菌は孤在性に所々に証明

される｡

扱,この様な乾酪巣及びこれに準ずる類上皮

細胞結節が,何れ も結核菌を内部に包含 して進

展 しているのであるが,その他に,標本によっ

てはこの時期にも喰細胞の浸潤巣のみ しか認め

られない様な例にも遭遇 した｡

ii) 牌 臓 の 所 見

邦の牌は腹佐深部に球形を呈 して存在する｡

① 1遇の所見

1週後の組織所見としてほ,痛変は主として

白髄に認められ,細網細胞,牌細胞等の組織球が

強 く増生 し,白血球,淋巴球等の遊走細胞はむ し

ろ少い｡又,このZb,洞 (Sinus)は可成 り狭小と

なって屈 り,礎血像は軽度である｡ この組織球

性の細胞の増生は広範囲に亘って居り,結節と

しては周囲組織との境界が明確でないO又,これ

らと明らかに区別されて小結節が散在する｡即

ち,肝臓に於て見 られた第Ⅲ型の小結節に類似

した病巣であるが,一般に淡明な核を持った類

上皮細胞,遊走細胞が混在 して居る｡肝のそれ

に校べて,周辺の喰細胞の反応が遥かに弱 く,

肝ではむしろ2- 3週の例に於ける も の に 近

い｡鍍銀染色では,全体に格子線維の増殖は認

められず,結節に於ても増殖像はない｡結核菌

染色ではこれらの小結節に孤在性に菌を証明出

来るが,組織球の増殖部では証明し難い｡

② 2- 3過の所見

自髄全般に細胞反応が強 く,固有の淋巴炉胞

等は殆どその存在を認め難 く,組織球性の細胞

京大結研紀要 第8巻 第3号

が主で,且,広範閏に亘って白血球,特にその

崩壊 した核片の存在するものが多い｡

結核結節は更に数をまし,且, 1週頃と同程

度の10個前後の細胞を含む小円形のものから,

更に大きく進展 したもので,種々の大きさの結

節を認める｡結節は組織学的な差異の関係か,

肝のそれに比 し周囲組織との境界が余 り明確で

ないものが多い｡ しかし,鍍銀染色では 2- 3

条の格子線維が輪状に包んでいる｡結核菌は何

れの例でもよく証明され,肝に於ける結節より

も,桐菌数が多い様である｡

その他,この類上皮細胞結節以外に,所々淋

巴炉胞とは別個に淋巴球,或いは組織球の浸潤

巣があり,これらも1- 2条の線維で明らかに

周囲組織と区別される,これには結核菌を証明

出来ない｡

この様に 2- 3週に於ては病巣は 2種類に大

別され,且,進展の程度が,略々揃っていて,

肝に於ける程複雑でない｡

(参 4- 5週の所見

全般的に遊走細胞の反応は減弱 しているが形

質細胞が可成 り認められる｡ 4週に続いて,類

上皮細胞結節が益々進展 し,結節相 互 に 融 合

し,拡大 している｡即ち,大小種々の結節が多

数認められ,病像が柄複雑とな っ て い る｡ 即

ち,内部に類上皮細胞が充実性に存在 し,周囲

には喰細胞が軽度に浸潤 している略々円型の定

型的な類上皮細胞結節や,これが 2- 3個融合

したもの,或いは,肝臓に於て屡々認められた

様な,内部が非常に疎で,多数の空隙を認め,

周囲組織とは薄い輪状の線維で分果されている

様な病巣も存在する｡

鍍銀染色では概ね外周に数条の格子線維が輪

状に増殖 しているが,肝の例に比 して疎な線維

が外周に栴広 く存在するものが多い｡又, 2過

頃迄の様に殆ど線維の増殖 していない病巣も少

数乍ら存在する｡一般に結節内部では殆ど線維

はみられない｡又,肝で屡々認められた所の病

巣内に格子線維が密に交錯 して増殖 した様な像

はみられなかった｡ ･

菌染色ではこれらの結節何れにも可成 りの結

核菌が証明され,特に融合,増大する傾向のみ
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られる様な病巣では多数の菌が集合 して存在す

るoこれは今迄の経過から考えても即著に分裂

増加している｡

④ 6週以後の所見

肝におけると同様に, 5週迄の時期を類上皮

細胞結節形成期とすれば, 6過以後を以て乾酪

巣形成期と分類 し得る｡

6- 7過では,明確な乾酪巣は認められない

が,結節は益々融合,増大 し,結節の大小を問

わず,類上皮細胞自身,或いはその問質組綾が

ビマン性に好酸性を呈 している様な病巣がとこ

ろどころに認められる｡格子絡雄性の増姉は一般

に軽度である｡

8- 9過経過すれば,多数の乾酪巣が形成さ

れる｡幾つかの結節の融合 した大形の結節では

殆どその内郡に乾酪変性を認め,そこには多数

の核崩壊物が存在する｡この乾酪巣の組織像は

肝のそれと略々同様で,乾酪物質に接 して核濃

紳性の類上皮細泡や巨細胞の層があり,その外

側に普通の類上皮細胞層,更に外層には昭頂線

維の被膜が形成され,非特異的な細胞浸潤が認

められる｡格子線維も可成り増殖 している｡ こ

の様な乾酪巣は相接 した乾酪巣が相互に融合 し

て不整な形の結節を形成 し,或いは周囲に類上

皮細胞を主とする娘結節を作っている｡又, 吃

酪化の過科 にあるものとして粟粒大以下の結節

で,中央部,その他の類上皮細泡が部分的に核

濃縮性になり,好jf劇生を呈する柾なものもみら

れる｡その外何れ多 くは乾酪変性をおこすであ

ろうが,幾つかの類上皮細胞結節が相接 して存

在するころもあり,この様 な部分の み を と り

あげてみると Sarcoidosis の組織像と/lIく-･致

する｡ しか し,結核菌は何れの結節にも存在す

る｡

10乃至15週の間には陀酪巣は益々人となり,

増∃神性変化も進展するが,14-15週三の 例 に 於

て,大きな病黒で,乾酪物質のす ぐ外側 の類上皮

細胞が殆ど核濃縮おこさないで,淡明な核の情

のものが少 くない｡ これは肝に於ても同様な時

期に認められ,乾酪変性の進行が仙 LLたもの

と推測される｡然 し結核菌はその内郡に無数に

認められる｡
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この株に陣に於ける結核病 巣の進展は肝のそ

れと略々併行し,病巣の程度も併行する｡唯,

肝に於て,15週近 くでも尚,小さな細胞浸潤の

み しかみられなかった様な例でも,碑では軽度

乍ら類上髭細胞結 節 を認めるo しか し,乾酪巣

形成にまでは至らない｡又,時々組織球或いは

淋巴球の円形小浸潤巣を各過を問わず認めるも

のがあったが,これは淋巴炉胞と区別 しなけれ

ばならないが,炉胞以外にも明らかに別個 にこ

の様な浸潤巣は存在するo Lかし,結核菌は終

始証明されなかった｡

iii) 肺に於ける所見

端の姉は,晒乳類等のそれと可成 り巽った組

織構造をしている｡即ち,小葉の境界が極めて

明確で,その問質には結合繊が明瞭に認められ

る｡ 小葉の中心には終末細門文に続 く呼吸純気

告支乃至は肺胞γ;:･に相当する郡が苦しく広 く,

大きな損を形成 し, 時に小葉の半分以上を占め

ている｡その曙では殆ど円柱上皮細胞はみられ

ず,＼冊 Ei･茄を含む結合繊が明酢である｡ この借

には屡々赤血球を充満 している串があるが,こ

れはむ しろノ層段の方法によって容易に出血する

ものと恩ほれる｡これに続 くところの肺胞裏に

相当すると思われる郡も肺胞に比 してiiJLJ茂り大

きい｡

而 して肺に於ては,一般に肝,碑に於ける杖

な定型的な結核結節は形成 し難い様である｡
4- 5遇では王として胞隔炎の像を呈し,価

胞壁がrt:-(･くな:),そのJI:j肺胞腔は-舟封こ狭小と

なっている〔その他,履:々気告文拙j甘下に円形

細｣封上部ヨが透くおこり,時にはこれが粘膜層に
迄沌及し,或いは深部の結合純を越えて肺胞に
迄棋状に鉱がっている様な例もある｡ この肺胞

に虹大したlprJJ:黒では白 血球の他に,喰細胞や淡

明な核を有する類上皮細胞を認め畔にはこの邦

で核分裂像がみられるo又,時々問質の小血管

に接 して小細胞浸潤がある｡その他肝,牌の病

巣が著 しい例では,畔 に,この小葉間質の小血

告に接 して小型の類上皮細胞結節を認める｡こ

れは肝に於守ると同様に円形の境界明確な小結

節で,明らかに結核菌を証明し得る｡

以後15週に至るまで,殆ど同様の経 過 を 示
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し,胞隔炎,間質炎,特に小血管周囲の小浸潤

巣等が主な所見で,結核病巣としての類上皮細

胞結節を形成する例はむしろ少い｡唯,この時

期に於て,肺胞嚢に相当する部は殆ど類上皮細

胞その他の細胞の増生の為に閉塞 し又,浮腫状

で,屡々結核菌を証明し得る｡ しかし,この部

でも明確な結節■を形成することは殆どない｡

iv) その他の臓器に於ける所見

鶏に於ける実験的結核結節は上述の肝,碑,

及び一部の肺に主として認められ,その他の臓

器では殆どみられない｡

腎に於ては,時々間質や,腎小体の血管極附

近に軽度の細胞浸潤があり,時にはその一部が

類上皮細胞化する像がみられるが,肝に於ける

様に明確な類上皮細胞結節にまで進展する事は

ない｡勿論,乾酪巣は全 くみられなかった｡そ

の外,屡々,特に細尿管上皮に広範囲に亘って

強い変性像を認める事がある｡即ち,その原形

質に大きな空胞が生 じ,或いは原形 質 が 消 失

し,又,核は強い濃縮性を示 し,更に崩壊或い

は消失 している像がみられる｡ しかし鍍銀染色

によるとその基底膜はよく保存されて居り,袷

核菌は証明されない｡この様な像は 1過乃至15

過の何れの時期に於ても認められた｡

心月蔵に於ては屡々心筋特に内膜に近 く多数の

空胞変性を認め,又,時に円形細胞或いは喰細

胞の小浸潤巣を問質の小血管周囲に認め,これ

が心筋に迄拡がっている様な像もみられるが,

一般に特異的な結核結節は認められなかった｡

Ⅲ 第 Ⅲ 実 験

1 実験材料及び実験方法

接種に使用 した結核菌は第 Ⅰ実験と同様に烏

型菌獣調株を使用 した｡

卵字化鶏卵の14日乃至16日卵令のもの を 使 用

し,この卵殻の一部を卵殻膜を傷けぬ様注意深

くはぎとり,可及的太い梁尿膜の血管に 1/5注

射針で菌浮遊液を注入 した｡第 Ⅰ実験と同一一の

菌量 0.25mg (0.2cc)を注入すればすべての例

が卵字化の途中で死亡 したので菌量を半分にして

0.125mg(0.1cc)注入 した｡ この量ではすべ

ての卵が卵字化を完了した｡

貯化直後 (0週)から15週に至る毎週,雛を
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屠殺 し,節,肝,牌,腎,心をとり出して,罪

Ⅰ実験と同様に固定,染色を行った｡

尚,贈化後,自然死を来 したものはなく,す

べて屠殺 したものである｡

卵字化完了後使用 した雛は合計67匹である｡

2 実 験 成 績
生後,15週に至る経過に於て,自然死を来た

したものはなく,すべて屠殺 したもの で あ る

が,肉眼的には殆ど変化を認めず,唯,4週以

後の例で,牌,肝,腎等に時々粟粒大の小結節

を認める場合があった｡肉眼的に結節を認めた

ものは67例中12例である｡

i) 醇化直後の所見

肉眼的にも組織学的にも明確な結核結節は全

く認められない｡然 し乍ら,肺に於て,肺胞に

数個の大形の喰細胞の集合 した所があり,叉,

細胞とは無関係に問質に結核菌が証明された｡

即ち,胎生期に接種された菌は,特定の病巣を

形成することなく,組織内に存在する可能性を

示 している｡

肝臓では肝細胞索の形成が不完全で,その走

行が乱れ,個々の肝細胞に大きな空 胞 を認 め

る｡又,核が濃縮性のものもあり,星細胞は屡

々腫大 している｡腎臓でも結核結節はみられな

いが,所々の綿尿管上皮は,核が強 く濃縮性で,

原形質の空胞形成,或いは消失 していたものも

少 くない｡ しかし,鍍銀染色によれば,基底膜

はよく保存されている｡牌臓では折胞の形成が

不完全で,一部,細網細胞等の増殖がある｡心

臓では筋束の細小なものがあり,或いは筋線維

に多数の空胞を認める｡

この様に特定の結核結節を見出すことは出来

なかったが,一般に各種臓器の発育が栴遅れ,

変性傾向を認める事は,胎生期に於ける結核菌

接種の影響と考えた｡

ii) 1乃至 2週後の所見

卵字化後 1乃至 2週では肉眼的には何等特別の

所見を認めないが,組織学的には各種臓器に血

管周囲の小細胞浸潤巣がみられる｡細胞浸潤と

してほ,肝,腎,牌に多 く,肝臓で は 中心 静

舵,類洞を中心として中等大の喰細胞を主とす

る細胞浸潤があり,隣接肝細胞を圧 迫 して い
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る｡然 し乍ら,贈化苗後に比 して,肝細胞の変

性は少 く,核も正常の形態を持つものが多 くな

り,肝細胞索も比較的整然と配列 して い る｡

唯,時々,Glisson氏鞘に近 く, 周辺性の杓大

きな空胞或いは脂質の沈着を認める事があるが

一般的でない0

円に於ても問質に小細胞浸 潤 巣があり,それ

がLrEt符jI室内に膿出して,チの為,管乾きが狭小と

なっているものもある｡その他,稗,肺,町 こ

は心臓に於ても小浸潤巣を認めるが,何れも,

結核結節とは断定 し難いっ

iii) 3- 5週後の所見

購化後 3乃至 5週経過すれば,急速に病 機が

進展する様で,肉眼的にも,注意深 く精査すれ

ば,各種臓器に粟粒大以下の黄白色の小結賞了を

認める事が出来る｡

a) 肺に於ける所見

組織学的には肺に於て最も頼 斧で,)胴包その

他に算 Ⅰ実験に於て肝, 牌等でみられた様な定

型的な結核結節が認められるっあるものは数個

の類上皮細泡結節が融合して粟粒大となり,内

部には主として類上皮細泡が不規則な方向を以

て散在 し,その他,作か好駿球がみられる｡そ

れらの細胞間質は比較的頭で,ところどころに

空隙を認める場合が多 く,乾酉射ヒの像は殆どみ

られない｡この類上皮細胞層を伐開んで,数条

の線維が輪状に増殖 して,類上皮細胞層を明砧

に分界 している｡この線維層から外部には噴細

抱,比較的小形の円形細胞等の浸潤 が 広 くあ

り,これは小葉問質を越えて,凍接する他の小

葉にまで波 7女している｡鍍銀染色では知上皮細

胞層を取囲んで輪状に椅子緑経がみられ,又,

結節内邦にも融合する以前の状態を示 して明ら

かに線維が存在するっ 而 してこの線維の増殖は

一部では町 こ非特異的な円形細泡の浸潤郡にも

広 く認められる｡

結核菌染色によってこれらの甘巣には概ね菌
を証 明出来るが第 Ⅰ実験の肝,弾に於ける様な

菌が集落をなしている像は少 く,時に見出し得

ない小病巣も少 くなかったっ

上記の様な病巣は比較的進展したものである

が,初期の像として,中央部に類上皮細胞を数
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個含むところの小浸潤巣が肺胞内,或いは問質

の至るところにみられる｡而 して,肺胞に於け

る病巣では,一般に周囲の非特異的な反応が強

く,可成 り広範囲に亘って屠 り,時には数個の

類上皮細胞を含むのみの小病巣に対 し,殆ど小

葉の半分以上に亘って肺胞壁が肥厚 し,胞隔炎

の像を呈 し,為に肺胞階は著 しく狭小となって

いる場合がある0-万,問質に於てほ,気,IE';･支周

囲組織と小葉問組織とに大別されるが,前者で

は気管支粘膜直下の結合織部にrT]形の類上皮細

胞結節として存在 して粘膜底及び深部の筋層を

圧迫 し,或いは筋層より更に深部に於て結節が

認められる｡この場合にはその非特異的な周関

炎が挿胞実質に拡大 している場合もあり,或い

は逆に反応が極めて弱 く,殆ど純粋な類上皮純

抱節として明暗に周囲組織と分界されているも

のもある｡次に後者の小葉問組織に於ける病巣

でほ,何れも血管と密接な関係を持ち,所謂血

侶̀冊 ]性細胞浸潤の形で存在 し,その中央部に

於て類上皮細胞化 して来るのである｡

これら,肺の各部にみられる小結節では,格

子線維の増補は殆どみられない｡又,結核菌染

色で必ず しも菌を見出すことが出来ない｡

b) 牌臓に於ける所見

碑臓に於ては,一般に炉胞の発fJ-'が不良で,

且,細網細胞等の増壇が強 く,ビマン健に小円

形細胞の浸潤を来 した様な例が多 く,それらの

L回こ所々類上皮細胞結節を認める,この類上皮

細胞結節は概ね円形で,周囲は数条の線維で輪

状に包まれているが,第 Ⅰ実験に於けると同株

に,小円形細胞の浸潤のZ封こ周囲との境界が必

ず しも明確 でない場合がある｡又,病機の進展

度から考えても上し己の定型的な孤在性の類上皮

細胞結節の他に,同一組織切片に於て,①中央

部が机 ビマン性に好酸性を呈 し,そこに数個の

類上皮細胞を認め,fr71]岡は結合織に境される事

な く,組織球,遊走細胞を含む陣組 織 に 移 行

している小病巣や,更に類上皮細胞は余 り明確

でな く, 喰細胞が集って,そこには核崩壊物を

認める様なところがあり,②数個の結節が融合

して1闇の粟粒大の形態桐不整な結節となり,
全体を包む結合織の他に,内部に於てももとの
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病巣を示すところの格子線維が証明される｡こ

れ らの病巣では,その新旧,大小を問わず,結

核菌を見出すことが比較的容易であるが,時に

見出し得ない小結節もあった｡

この様に贈化後 3乃至 5週の牌臓に於ては同

一の標本でも,ごく初期の非特異的反応と区別

し難い様な穆出性炎から,定型的な円形の孤在

性の類上皮細胞結節に進展 し,更にそれが幾つ

か融合 し,周囲組織と結合織で明らかに区別さ

れる様な病巣に至るまで,病巣発展の種々の時

期を見ることが出来る｡一般に乾酪変性は認め

なかった｡

C) 肝に於ける所見

肝では第 Ⅰ実験に於て詳述 した4- 5週迄の

種々の組織像がみられる｡即ち第 Ⅰ型として分

類 した様な,中等大の喰細胞を主とする血管周

囲性細胞浸潤があり,中心静脈,Glisson氏 輪

を中心として晴々模状に,又,類洞壁から肝実

質にかけて小円形を呈 している｡又,第Ⅱ型に

分類 したところの種々の進展度を示 して大小種

々の類上皮細胞結節がある｡然 し乍ら,第 Ⅰ実

験の4- 5過に於ける様に多数の融合結節が密

集 し, 更 に 拡大する様な像はみられず,一般

に,結節の数が少 く,反応が軽度である｡場所

によっては,第 Ⅰ型の細胞浸潤巣があって,そ

の一部に好中球,好酸球を含む以外に類上皮細

胞を認める様な場合もある｡何れの例に於ても

乾酪化の傾向は認めなかった｡

d) 腎に於ける所見

3週迄と同様に屡 々細尿竹に変性 像 を 認 め

る｡ 即ち,主として上郡細尿管の主部と思われ

る細胞の核が強 く濃縮性になり,又核崩壊或い

は消失 し,原形質にも空胞を認めたり,ビマン

性に硝子様変性に陥っている｡所々に問質の血

管周囲に細胞浸潤があり,他の臓器に比 して数

は遥かに少いが,定型的な類上皮細胞結節も認

める｡その一部は小円形であっても明らかに数

個の結節の融合型であり,周囲には輪状に結合

織が包んでいるo一般に周囲の淋巴球等の非特

異的な反応は弱 く,結節の境界明確である｡明

らかに結核菌を証明出来る場合もあるが,必ず

しもすべての結節に認められるわけではない｡
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e) 心における所見

心に於ては屡々心筋の空洞変性を認めるが,

結核結節は認められなかった｡唯,時々問質血

管を中心とする小細胞浸潤があり,これが,防

束にまで波及 している様な場合もあった｡ しか

し,他の例でも記載 した様に,これが,必ず し

も結核菌によるものとは断定出来ない｡

iv) 6週以後の所見

6過以後の例に於ては,何れも各臓器共に肉

眼的に何等の病変も認める事が出来なかった｡

組織学的には,肺では類上皮細胞を含む小病

巣が屡々みられるが,その多 くは,肺胞嚢に近

い上皮性細胞のみられる部に存在 し,時には,

気管支粘膜下にも見られる｡又,既述の様な定

型的な類上皮細胞結節が若干の例に認められ,

時には乾酪化を思わす像もみられるが, 第 Ⅰ実

験の様な乾酪巣は1例もなく,病巣の進展が顕

著でない｡その他気管支粘膜下を中心として広

く喰細胞,好中球の浸潤を認めるもの,肺胞内

に限局性にある細胞浸潤,肺胞全体に亘って密

血が強 く,胞隔炎乃至は肺炎の像を 呈 す る も

の,或いは肺胞 自身には著変を認めないが,小葉

問質に沿って線状に細胞浸潤を認めるもの等,

種々の組織像をみとめるが,何れも結核に特異

的なものでなく,結核菌も証明されない｡これ

は本実験とは別個の非特異的な炎症像と云うこ

とを考慮 しなければならない｡

碑,肝,腎等に於ても,肺と同様に結核菌陽
性の小類上皮細胞結節や,非特異的な浸潤巣が

散見されるが, 5週以后,結核症が特に進展 し

ている様な像は得られなかった｡

総 括 並 び に 考 按

1第 Ⅰ実験の所見の総括

第 Ⅰ実験は生後 5日の幼若な雛に菌を接種 し

たものである｡

結核菌の静脈内接種によって全身性に撒布さ

れた場合,当然病巣も全身性に広 く形成される

事が期待出来ようが,本実験に於て得 られた成

績では,乾酪巣形成に迄発展する様な病巣は主

として肝,牌のみに限定され,動物実験で屡々

経験するところの肺に於ては乾酪巣は勿論,特
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に結核性と断定 し得る様な病巣は殆どみられな

かった｡従って以下,肝臓及び牌臓中心 として

実射こ於ける実験結核の病巣を観察 してみる｡

A 5過までの所見

第 Ⅰ実験では菌を接任後 1週間から経過をみ

たが,この時期から既に Ⅰ,□型と仮に分類 し

たところの病巣が認められる｡ 即ち,第 ]型 と

呼んだところの喰細胞の小浸潤巣は恐 らく∴ ｣

れ迄の接種直後におこった白血球の浸潤に続 く

反応で,事実,これらの病集の中に優々好中球

を認める〔又,この喰細胞は通常我 々が咽乳類

にみられる様な単球とは,核の形態,性伏から

も些か異っているが,里球はその条件,昆墳に

よって容bTjJに変形 し得る故多 くの里球が合まれ

ているのであろう〔その他,各臓器大 々の組織

球もfj右:Eする｢この接種直後から引読いておこ

っている淳llL廿も炎が第 1腸の早期反 応 で あ る
が,ここで注意すべき車はこれら吊黒を仔細に
みれば,屡々この郡に核分裂を認める,即ち漫

L桐生炎の表現としての細胞の言出,遊走のみで

な く,この渠合した細胞が局所に於て分裂,増

加している】出ま,そこに禁 肝性の相が既に現わ

れていろ事を意味する〔後に触れる様に用上 ｢fi

細胞の繋姉性の相に先立って,この非特異的な

喰細胞の繁眉が比較的早期からおこっているこ

とに-PLl,.:TJ:してお く必要があろう｡この旧著な場

合には廿の SinusoidflJ封こhTj3降 して,損が 2/3

以下の人ささに狭拝を朱している丁零がある｡こ

の種 病 巣では菌を証明する事が困難である｡

次に第n型に分類 した所の病 巣は,この時期

には主に粟粒大以下の小病巣であり,その特徴

は中央部にみられる淡明な核を持つ細胞で,追

後の経過から考えても王領上皮抑胞と呼び得る｡

この時期には格子緑経は殆どな く,佳かに既存

の線維が断裂 したり,局闇にF欄F-されている程

度である｡然 し,多 くの病 製では少数乍 らも菌

を証明するr拝が.LLJ,莱,明らかに以後の結核結端

-進たちする基本型である｡

この第 II型 と先にのべた第 I型とは勿論無闇

係なものではな く,この時期の標 本で,血作間

間の浸潤,繁姉巣で,主として血告の反対側に

於て部分的に類上弦細胞の山現を認める様に,
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第 Ⅰ期の早期反応としての第 Ⅰ型の病巣から,

第 Ⅲ型-進展するものであって,断片的に見る

場合には恰も小さな類上皮細胞結節が忽然とし

て現われる様であるが,類上皮細胞の出現に先

駆 して,非特異的な漫出性の機転があることは

当然考慮すべきである｡特に肝臓に於てはこの

非特異的反応が弱 く,早 くから類上皮細胞の反

応が主となる傾向が強い様である｡

以後, 2週頃から急速に病巣の 数 が 増 え,

且,その大きさも増す｡ 2乃至 5週の時期には

種々の病像がみられるが,それらの主体を為す

ものはさきに述べた第u型の病巣から進filtした

ところの甘巨人迄の矧上皮細泡結節である｡ 即

ち切 片では略々l~l｣形の病巣内部には類上皮細胞

が多 数 ,比tj射 勺密に不規則な方向を以て存在す
る｢ その他,小数の好酸球,その他の白血球を

混ずる｡周囲にはこれを因んで輪状に清 く結合

織がみられる｡又,ここには円形細胞の浸潤が

あるが極めて軽度で,一般に周囲組織との境界

明確であるCこの佃｢i｣は特に肝に於 て ほ 著 し

く,枠では町に境界不明瞭な事がある｡この結

核結節には内邦の細胞間が比較的疎になってい

る様なものも合まれる｡｣の株に結核結節は極

めて特徴的で,人体伊‖ま勿論,海浜等の人型菌

による病巣に比 して,溶出性炎としての非特異

的な反応が著 しく弱 く,且,結合繊の反応も弱

く,定里的な頬上吃細胞結節であり,そこに示
される組織像は繋肝 性炎の相が主体であるO唯

珊瑚-遠心性に拡人するに当って,周囲組織を

圧排 し乍 ら拡ると云 うよりも,む しろ蚕喰性に

拡がる様である｡

而 してこの結節は次第に大きくなり粟粒大近

くなるが,通常,この頃には相接する結節が数

個宛融合 し,更に人きな 1個の結節を形成する

に至る｡従って結/f机ま必ず しも｢qJ杉でな く,香

整な凹凸を持ったもので,立体的には桑実様の

ものも存在するわけである｡

鍍銀染色でこの結節の発百過程が よ く示 さ

れ,周｢制こ結捕全体を囲んで輪状に格子線椎が

増摘 し,更に内部に融合する前の個々の病巣を

示 して緑経がみられるが,部分的には特に中央

部に於てそれが消失 し,内部では更に強 く増殖
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している様には見えないが全体としては個々に

存在 していた場合に比 して線維は栴多くなって

いる｡又,これらの結節では常に結核菌が証明

され, しかも, 1週頃には菌が孤在性に単離 し

て存在 して居ったのに対 し,これらの病巣に於

てほ概ね多数の菌が集族 して屠 り, 1個の類上

皮細胞の中に多数の菌を認める場合が屡々であ

る｡

扱,結核病巣の主体を為すこの種の結節が大

部分であり,病巣進展の基本型であるが,その

他,種々の変形を認めることが出来る｡これを

列挙すれば,①粟粒大近 くの円形の病巣で,一

種の類上細胞結節に達いないが,結節内部の類

上皮細胞の数が非常に少 く疎で,且,これらの

多くは萎縮性であり,細胞間には多数の間隙が

あり,一見網状の構造に見える｡又,それ以外

の細胞は殆どみられない｡周囲には 1乃至数条

の格子線維が輪状に包んでいるが,上述の基本

型に比 して遥かに非薄で,内部では残存線維が

桐多いが稀に融合 したものでは少い｡且,周辺

反応も初期にはあるが4, 5週では殆どみられ

ない｡即ち,病巣として余 り活動的 な型 で な

く,むしろ萎縮性である｡菌染色では屡々結核

菌が証明されるが,数は少 く,概ね孤在性であ

る｡この病巣は孤在性に存在 した小結節が一定

度増大 して,殆ど融合する事なく,以後治癒の方

向にあるものと解釈され,仮に吸収型と呼ぶ.

然 し乍ら栴離れた所に存在するところの活動型

の病巣が発展 してそれを包含 して大きな結節と

なることは有 り得るし,又,後に述べる様にこ

の萎縮性の病巣が孤在性に残存 しているにも拘

らず,再び周辺反応が強 くおこり,乾酪化する

事もあって,必ず しもこれを以て治癒とは云い

難いが,この一時期の断面では一応治癒傾向に

あるものと解釈 してよい｡

②以上述べた病巣は何れも周辺反応が軽度で

あり,格子線誰が輪状に薄 く包んでいる為,局

囲組職との境界が明確で結節としての存在が明

瞭であるが,それ以外に我々が人塑 結 核 で屡

々経験する様に,概ね粟粒大の病巣で白血球,

喰細胞及び類上皮細胞が不規則に交錯 して周囲

組織と境界が明確でない様なものも時にみられ
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る｡この病巣の特徴は,鍍銀染色で,格子線維

が病巣内に縦横に多数認められる事で,且,坐

体としては略円形であるが,周囲を輪状にとり

まくことはない｡この様な病巣は主として肝臓

に於てみられ,特に, Glisson民事酎こ近 く存在

するが,肝の中心帯にもみられ,且,既述の類

上皮細胞結節群の間にも介圧する事があり,唯,

何 れ も血 管と密接な関係がある場合が多い｡

又,H･E染色では類上皮細胞の多寡によって

Ⅰ型に近いものと,Ⅲ型に近いものとに分類出

来るが,経過をみればⅢ型のものが主である｡

如何なる機転でこの様なものがおこるかはっき

りしないが結核菌は必ず しも証明されず,菌自

身よりも,菌に関連 した他の要素に起因するも

のかも知れない｡この型を仮に交重苦型とよぶO

③初期にみられた様な喰細胞を主とする浸潤

栄,或いは数個の類上皮細胞のみられ る小 病

栄,或いは Ⅰ型からⅢ型への移行としての一部

の細胞が類上皮細胞化 しているものがある｡

以上, 5過頃の融合 した類上皮細胞結節形成

に至る過程で第 Ⅰ期反応と考えてよい｡この時

期の病巣を纏めれば次の様に大別される｡

1.第 Ⅰ型 :(喰細胞の浸潤.繁殖巣)

2.第Ⅲ型 :(類上皮細胞を主とする病巣)

a 標準型 :(境界明確な定型的類上皮細胞

結節で,孤在性のものから融合型に発展

する)

b 吸収型 :(結節内部が極めて疎で萎縮性

であり,周辺反応も弱い｡孤在性である

事が多い｡)

C 交錯型 :(境界明確でなく,類上皮細胞

その他の細胞が交錯 して存在する｡格子

線維が複雑に存在 している｡更に Ⅰ型に

近いもの,或いはⅢ型に近いものとに大

別される｡)

3.その他 :ⅠからⅢ型への移行型等｡数個

の類上皮細胞のみられる小病巣 も含 まれ

る｡

B 6週以後の所見

5遇迄の組織反応を第 Ⅰ期反応と呼 ぶ な ら

ば, 6週以後は第Ⅲ期の反応として総括され,

この時期の特徴は草野巣の形成を以て代表され
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る｡

5過以後, 6乃至 7週では前述の第Ⅲ型の標

準型,即ち,繁殖型の相を主体とする類上皮細

胞結節が融合 した様な病巣では,内部の類上/F,f'i

細胞 自身,或いは細胞間質がビマン性に好酸性

を呈し,硝子様化乃至は類壊死の 像 を 呈 し,

又,内部に融合以前の線維が明確な様なところ

では時にこの線維も硝子株化 し, 8- 9過後に

は結節内部に明らかに乾酪化巣を認める｡ この

時期では乾酪化 した部の辺縁は可成 り不整で,

索状に周囲に類上皮細胞層-のびている｡而 し

て,この辺縁部に於ける類上皮細胞は概ね求心

性の方向をとって配列 し,且,核濃縮に陥って

変性傾向を示すものが多いG又,この部にラ氏

型を含む巨細胞を屡々認め,乾酪部と周囲の類

上皮細胞層との問に新に一層出来た 株 に見 え

る｡ しか し,これは乾酪変性が進行 し,拡大 し

ている場合に互墳若であって,15週近 くになり拡

大傾向の余 り顕著でないものでは類上皮細胞層

への移行が不明瞭となるものが多い｡

この乾酉各変性と略々時を同 じくして周閏の結

合織は強 く増殖 し,明らかに腰原線 維 が 増 殖

し,又,類上皮細胞層に於ても格子線維が産生

され,増殖性機転が進行 している｡この様に内

部に於ける乾酪変性が進行するに伴い,周囲の

第 1

雷

性
炎

(
蛸
雛

喰
細
胞
)

-････-･･l治
癒

115-

増殖機転も促進され
,
被包化の傾向に発展する

が
,
乾酪変性をおこした部では線維は可成り消

失する様で
,
T
L.
]因に比して一般に残存線維は少

いっ
結核菌は王棺化した部には常に無数に証明

され
,
又
,周
閲の類上皮細胞層にも屡々認めら

れる
｡
かくして形成された乾酒客化巣は益々拡

大し
,
相接する乾酪巣と融合し或いは隣接の類

上皮細胞結節その他の小病巣を包含して1っの

大きな堂漕古巣を形成す るのである
｡
又
,
屡娘々

結節を形成する
｡
次に
,
第Ⅰ期の反応に於て
,
治癒傾向にある

と考えられたところの第Ⅲ型の吸収型に属する

様な結節に於て
,
この時期に
,
周囲に可成り強

く紬抱浸潤がおこり
,
薄い結合織被膜の部を中

心として好酸化した乾酪化の傾向を示し
,一
度

治癒傾向にあったものが再び悪化する像を認め

る事が出来るー
又
,
第Ⅲ型の交錯型に属するも

のでも類上皮細胞を主として類壊死化し
,
更に

乾酪化巣となるが,この
型は乾酪化部に多数の

核片が認められ
,
又
,
格子線維も内部に多数認

められるところから
,
その起原を求める事は比

較的容易である｡しかし
,
その周囲には他の結

錆と同様に結合織が輪状に増殖して居り
,
被包

化の傾向は明らかである｡
この様にして主要な

病巣は乾酪巣へと発展 して行くの であ

るが,肝図 栄註(D : Ⅰ型からn型への移行に当っては当,'Y:/ii移行型の=7'fL過があろうが,邦Ⅲ型が既に1週で多､,E:

kl/if,月っれ,一方,その移行型が2-3週でもほめられる故.一応別lqv,こ記載したものであ

って,その組織発生から考えると,ここは1本の叛でつないでも
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臓等に於て,15過近 くの例で粟粒大以上の大き

な類上皮細胞結節を認め,これが乾酪化の傾向

を示さない場合がある｡鍍銀染色と対比 して検

討 してみれば,10数個の小結節の集合 したもの

であって,立体的に考えると数10個の結節の融

合型である｡菌も若干証明されるが少い｡この

様に可成 りの大きさになってもすべての結節が

乾酪化するとは限らないで,類上皮細胞結節の

億で安定 している事もある｡又｡小円型の類上

皮細胞結節が多数集合 している部位では恰も類

肉腫症 (Sarcoidosis)の組織像を見る様な印象

を受ける事が稀でない｡

その他15週に至るまで,Ⅲ型以下の病巣を全

く認めず,唯,第 Ⅰ型の浸潤巣が散在するのみ

である様な例に度々遭遇 したが,これらは常に

結核菌が陰性で,果 してこの実験の成 績 に包

含 して良いものか否か,甚だ疑わしい 所 で あ

る｡

以上の菌接種後,15過に至る毎週を観察 した

結果,その間の結核の組織像の発展過程を模式

化すれげ図②の様に示されよう｡

2 第Ⅲ実験について

第Ⅲ実験は胎生期に於て感染 したものが雄に

なってから如何なる病像を呈するかを観察 した

ものである｡

一般に凱胎児は結核に感染 し難 い と され,

Wahby4) の報告によれば,受精卵に於 て ほ 蘭

は余 り増加せず,非受精卵では菌がよく増加す

ると云われるO近年,山本等 (′59)6)は卵封ヒ鶏

卵に対する牛型及び烏型薗感染に関 す る研 究

で,年型薗 10~1mg以上の 菌量では 大部分 の

例に於て碑,肝の腫大,結節形成がみられ,脂

児で死ぬものが多い｡然るに一般に成熟賞翫こ対

してほ強い毒性を示すところの烏型菌を接種し

たところ,卵封ヒ卵では肉眼的変化が 認 ぬ られ

ず,卵は多 く雛になって しまい, しかも,この

雛は 1ケ月内外で全部全身結核症で死亡する事

を明らかにした｡即ち,鶏の胎児と雛との境界

線で年型菌と烏型菌の病原性が運転する様な闇

係が示され,これを彼等は卵字化卵のⅩ現象と呼

んでいる｡これは興味深い事であるが今,ここ

でこのいわゆるⅩ現象に就て論ずるのは著者の
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目的ではないので省略する｡而 して,彼等の使

用 した Flemingo株と呼ぶ烏型菌は成熟鶏に対

してほ可成 り毒力の強い株の株で,雛になって

からの経過は定型的な Yersin型の病型をとっ

ているのである｡著者の実験に使用 した獣調株

はこれよりも毒性が大分低いもので,雛になっ

た後は全例が途中で死亡する事な く,15週迄の

経過で順次屠殺 したのである｡唯,剖検例に於

て,肉眼的には勿論,組織学的にも結核病巣を

形成 した例が少 く,第 Ⅰ実験の様にその経過を

系統的に統合する事は不可能であった｡然 し乍

ら,著者の得た成績から,第 Ⅰ実験の所見と併

せ考えて次の様な事は云える｡

②雛になった直後に於てほ,特定の結核病巣

を認めないが,肝,冒,心等の細胞に,夫々,

核濃縮,空胞形成,その他の変性傾向が可成 り

強 くみられ,又,結核菌が組織細胞と無関係に

問質内に認められたO

② 2- 3週後から急速に病巣が形成され,こ

の時期には大単核性の喰細胞の浸潤巣が主体で

あるが, 4- 5週後には更にこれが類上皮細胞

結節-と発展する｡この際,第 Ⅰ実験に於ては

肝,牌で主要な病巣がみられたが,本例に於て

は肺,肝,牌,腎と広 く病巣が分布 し,且,肺

に最も強い病変がみられた事が特徴的である｡

肺に於ては,胞隔炎,間質炎等の非特異性炎に

続いて,肺胞,問質の何れに於ても血管と密接

な関係を以て類上皮細胞結節が 形 成 される｡

これらの結節に於ては屡々結核菌が証明される

が,第 I実験程容易ではない｡これは一つには

菌量が1/2である事にもよるのであろう｡

@以後,第 Ⅰ実験に於ける様な乾酪化巣はみ

られなかった｡

3 鶏に於ける鳥型結核症の組織発生に就て

烏型結 核症 (AvianTuberculosis)に 関 して

は多 くの報告があるが,それらの紹介をするの

は本論文の目的でなく省略する,唯,Feldman

(′38)3)が広 く文献を収録 して烏塑結核症の綜

説を行っているので,これを引用すれば,鶏に

於ける自然感染による烏型結核は諸家の報告の

何れて於ても肝,牌に最も多 く,結核感染鶏の

剖検例に於てそこに病巣を認めるものは53-99
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%と云われ,腸管がこれについで16-75%,柿

は可成 り少 くて 5-49%と云う数字 が 与 え ら

れているO 著者の実験に於て,血行性に広 く菌

が撒布される故,当然,肺にも結核病巣がみら

れるものと考えられるが,結局, 1例 も結核性

乾酪巣は認められず,非特異的な胞隔炎或いは

気管支粘月莫下その他の間質炎の像があった外,

若干例に類上皮細胞結節を認めたに過ぎない｡

しか し,菌の毒力,商量等の増加に よっ て 肺

にも結節を作る様期待 し得る事は勿論である｡

又,勿論所謂 Yersin型の菌血症の経過を とり

死亡 したものは1例もなかった｡

扱,鶏に於ける烏型結核の組織像であるが,

Feldman3)はその発展過程を3期に大別 してい

る｡即ち,(彰類上皮細胞結節,②壊死及巨細胞

形成期,③被包化｡然 し乍ら,この分類の仕方

は次に述べる様な種々の理由から必ず しも同意

出来ない｡時期を迫って経過を観察 して み る

に,まず,彼は モhistiocyte〟 に由来する類上

皮細胞の災合巣が感染後10乃至14日で恰 も忽然

と現われる様な記載であるが,それ以前に,当

然白血球等の浸潤もあり,非特異的な浸出性炎

の時期があり,この事は著者の実験の第 1週の

所見からも明らかである株にた しかに多数の第

D型即ち,類上皮細胞の集合巣があるが早期の

溶出炎の名 残 りが屡々認められるのである｡粗

描発生を論ずる場合にはこの早期反応を省略す

べきではないと思う｡且,類上皮細胞の山草封ま

10日より史に早い時期に始まる様であるo又,

類上皮細胞が組織球に由来するとの考えである

が,著者は組織切片のみによる検索であり,詳

純な細胞学的知見を持たず,家森教授の指摘す

る様に7), 類上皮細胞は結核性炎症摘果の形態

的特徴を示すものであるが,同時に特異な物質

代謝の現われであって,類上皮細胞の由来には

甲球,組織球性細胞の区別なく,この様な物質

代謝の特異性が関与 しているとの考えに従い度

い｡ 掬,かくして形成された類上皮細胞の小結

節は Feldmanの表現を借りればProliferative

acticityによって次第に拡大する｡しかもこの頃

には白血球の浸潤は軽度である｡即ち,藩出使

の柏が殆どなく,そこにみられるのは主として

- 17-

繁殖性炎の相である｡後には類上皮細胞に種々

の退行性変化を認めるが,結節は次第に大きく

なって行 く｡この様に一定の期間類上皮細胞結

節としての繁殖性炎の組織像が,提出性炎及び

増殖炎の柏と可成り明確に分離されて親察出来

る事は本実験に於て最も著 しい特徴的な所見と

して強調 したいところであり,又,著者の最も

興味を惹 くところのものであるOこの点に闇し

ては後に再び触れる事にする｡

次に類上皮細胞の退行性変化に伴って中心部

に乾酪変性がおこり,第 2期に入って壊死巣に

近 く巨細胞が形成されると云 うのであるが,こ

れは著者の実験では6週以後に示すところであ

り,その成績では中心部の乾酪化及びその周囲
に於ける巨細胞形成に殆ど併行 して周囲には結

合織が可成 り増殖 し,鷹頂線維もよ く認 め ら

れ,類上皮細胞層にも格子線維が認められる｡

即 ち増 殖 性 機 転 が可成 り強 く起って居り,

Feldman の第2期と第 3期とは必ず しも区別

出来ない｡これに従えば,病巣内部は第 2期で

比較的外部は第3期の反応と云わねばならない

様な結節が6-9週の陀棺化巣の大部分を占 め

る事になるOこれでは病期の分礎は しての意味

を為さない(これらの欠点は病期の相としての

浸出,繁殖と云う概念が明確でなく, しかも,

これに壊死と云う異質の概念を同一の次元に扱

った事に由来するのである〔ここで,注意すべ

きElj:として,乾酪化と云う現像が,屡々,雀ITIET

性炎特有の転帰と解釈されているが,これは必

ず しも妥当ではないっ成人に於ける結核性脳膜

炎に見る様に,或いは海損等の皮下に菌を接種

した場合の局所,或いは近接淋巴線に於ける様

に,一時に人造の菌の作用 した場合にはil放しい

湊肝性炎に伴って乾棺変性がおこっても別に不

思議ではないとして, 斧者の実験に於 け る根

に,比較的緩徐な経過をとり, しかも,黒姫性

の相が他の柏と比1‡与糾勺明確に区別される場合,

そこにみられる乾酪変性は明らかに繁殖性炎が

可成り進行 して後におこり,且, 中 央部に乾酪

化がおこると恰もそれに刺 戟された株に結節の

外方では増適反応が促進されているのである｡

即ち,恐らく薗量乃至はその毒力等と個体の相
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互闇係によって,乾酪化をおこす時期は変化す

るものであって,病期の相の分類とは切り離 し

て考えるべきである｡ Feldmanが類 上皮 細胞

の壊死に陥る過程を説明し,白血球については

何等ふれるところなく, しかもその少 し後で乾

酪化は白血球の流入によって惹起 されると書か

ねばならなかったのも,乾酪化は潔出性炎特有

の転帰であると云う先入観によって陥った自家

撞着であろう｡

扱,以上の結核病巣の進展に関 して,菌の毒

力,或いは薗量その他の要素によって種々の変

化がある勤ま当然で Yersin型に至る種々の変

化に対する, 1断[師こおける基本像と考えるべ

きである｡

4 繁殖性炎について

ここで再び本実験に於て最 も特徴的な所見で

あった所の繁殖性炎について考察を加えてみよ

う｡結核症の組織像は 基本的に Ascho打 の時

代以来,溶出型 (Exsudative)と増殖型 (Pro-

ductive)の2型に分類されて来たが,Aschoff

白身,カタル性気管支炎や剥離性肺炎の様に上

皮の Proliferationを伴 う様な例に対 して, 増

殖性炎は単に結合織,乃至は支持組織における

細胞間質の新生を伴 う反応と理解すべきである

と指摘 している8)｡同様の見解を示すものには

緒方9),岡 10),岩 蛤 11), Moore12) 等がある｡

この様に炎症局 所に於て細胞が分裂 し,増加す

る事は繁殖性炎として,i参出性炎とは勿論別で

あり,又,線維の増殖を主とする増殖性炎とも

別個に独立 して理解されるべきものであって,

近年高松教授1)は結核の組織発生を論 じて,こ

の点を特に指摘 した｡唯,従来,この問題が放

置されたのは,結核症の組織像が比較的複雑で

あると同時に,病理学者が日常取扱 うところの

人型菌等による組織像では繁殖性の相が惨出性

或いは増殖性の相と交錯 して屈る事が多い為に

充分な観察理解が行われなかった事に起因する

のであろう｡然 し乍ら,本実験に於てはこの繁

殖性の相が明らかに他の相と分離されて認めら

れる事は注目しなければならない｡結局,鳥型

結核では早期の溶出性炎に続いて早 くから繁殖

性の相をとり,やがて次の増殖性の相へと移行
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するのであるが,時には遅 くまで乾酪化もおこ

さず繁殖性の相を保つ結節もみられ るの で あ

る｡

中村13)によれば ｢繁殖型組織 反応が 強 く起

る為には,前段階において,溶出反応が強 く起

るが, しかも繁殖型反応に移行すれば,局所の

壊死巣は吸収されて類上皮細胞結節に12F7:換され

るから乾酪化巣がなくなり,おそらく毒性物質

の排出も停止する｣と云う｡然 し乍ら,容出性

反応が強 く,高度の壊死がおこれは,それが簡

単に結合繊の反応を伴わない類上皮細胞結節と

羅換 されようとは考え難い｡一方,これに対 し

佐々木14) はその研究で, 淋巴腺に於ける結核

病巣でみられたところの繁殖型の組織像に関し

て,それに前駆する港出期はあるとしても,ど

く軽度で,非常に早 くより類上皮細胞の反応が

現われるものと類推 している｡著者の実験結果

は,む しろ後者の推論を裏書きする様な成績で

あって,著者も本実験条件に於ては･,/t参出性反応

は余 り強 くない場合に続いて繁敵性炎がおこる

と考え度い｡史に,佐 々木はこの機 転 に 関 し

て,Dienes&Mallory15) が Tuberculinによ
る類上皮細胞の出現を認めているのに対 して,

Stewart& Rhoads16) 及び Rich17)等ほ壊死性

の結合繊乃至脂肪織に対する異物反応として出

現するものであり, Tuberculin蛋白自身が 惹

起するものではないと云う見解をとっている事

や,奥田 18) も亦位相差顕微鏡による類上皮細

胞発生の研究に於て,Tuberculin蛋白の み に

よる類上皮細胞形成に対 してほ否定的な結論を

出している様な事から, 繁殖型も強い Allergy

状態の組織に少量の菌が播種される事 が 必 要

で,単に病巣からの Tuberculin様物質の 流出

のみでは起 らないのであろうとの見解を表明し

ている｡これに対 し,著者の実験では,殆どの

結節で少量乍 らも菌を証明する丁寧が出来るが,

感染後 1週間で既にみられる病巣に果 して 強

い Allergy状態を期待する事が 出来よ うか,

Allergy と云う漠然とした概念ではなしに,紘

核菌に対する反応として,湊出性を適度に抑え

て,且,増殖性の機転をも抑制する様な条件或

いは要素を菌と個体との相関々係の中に求めた
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い｡この問題は尚今後の課題としたい｡又, 中

村にしろ,佐々木にしろ,何れも繁殖性組織反

応の転帰として,腰原線維の出現を来 し,増補

型組織反応に移行するものと解釈 し,繁殖型の

傾向が少い場合,即 ち,港出JrEA.r.I.で, 乾酪化巣を

形成 して増殖型に移行する場合には病巣周辺部

に結核性肉芽組織を生 じてこれより腰原線維の

形成をみる場合で,被膜形成の型とし,次に繁

殖型組織反応の苦しい場合,例えば類上皮綱胞

結節の際には乾酪化巣を伴わず,この際の転機

として被膜形成の方向に向うことなく,結節内

部に不規則に線維が山現 し,この場合の治癒は

恐らく療痕像を示すものと解釈 している｡これ

はまさに Sarcoidosisの経過に 一致するところ

である｡然 し乍ら,著者の実験に於て示された

繁殖型の組織反応としての類上曳細胞結節はこ

れらの解釈とは些か異った方向を示 し,病巣進

展の主流として乾酪化 し,被包化の方向 に進む

ものと,吸収型と名附けたところの治癒機転の

方向をとって恐らく痕跡を残さぬか或いは疲痕

治癒の転機をとると思われる方向に進むものと

2通 り考えられ, しかも,後者の一部は再び活

動化 して乾略化に至る場合があるO且,何れの

場合も内部に不規則に結合織を形成するもので

はな く,鍍銀染色で内部に不規則に格子線維を

認める様な病巣は定型的な類上皮細胞結節では

な くして,交錯型と名附けたところ類 上 皮細

脂,喰細胞等が不規則に交錯 した病巣である｡

この様に繁殖性組織反応が主として人型菌によ

る結核症に於ける意義としての従来の解釈以外

に,烏型結 核症に於て占 めるこの反応の意義に

対 しては新 しい解釈が要求される訳である｡一

時期の断lrlは してみた場合には同一の組織反応

であっても,宿主,寄′生休の相互闇係,変動に
よって,動的に系統的な考察を加える日加こほ,

又,異った意義が与えられる必要があろう｡

結 論

烏型結核菌による家鶏雛の結核症の組織発生

を検討した｡即ち.難に鳥型薗獣調株を 0.25mg

宛静脈注射 し, 1週後から15過に至る経過につ

- 19-

いて毎週屠殺 し,組織9])ilこよる病 巣 を 観 察

した｡次に,第u実験として,卵字化鶏卵の14日

乃至1引周IJ令のものを使用 して同様の南をその

静瞳内に接種 して卵封ヒを継続せ しめ,雛になっ

た直後から15週に空る経過について同様に観察

した｡その結果次の様な成績を得た｡

1.第 Ⅰ実験では病巣は主として,肝,碑に認

められ,第 1週から既に類 日支細胞の形成があ
り,病巣は 仁として類上皮細 胞結節としての繁

姑性炎の像を呈し,これが,港肝性及び増姉性

の相と明酢に区別 されたことが,本実験の最も

特徴的な所見で, 6週以後これが乾酪渠形成に

まで発展する｡

2.第Ⅲ実験では病巣を形成 した例が比較的少

く系統的な結論を下すことは不可能 で あ っ た

が,第 I実験と同様の類上皮細胞結節が広 く鋸

著であったO乾酪巣はみられなかったO-一般に

反応が,f勘定で,病巣としては第 Ⅰ実験に比 し2

- 3週間のおくれがある｡

以上の所見から鳥型結核症の組織像について

考察を加え,特に,繁姉 性炎の相が最 も特徴的

でその経過に於て重要な意義を有して居 る車を

指摘 し,結核の病理組織の)I(J,'f-軒に一つの示唆を

与えた｡

潤筆するに当り,終始御指導,御鞭達を賜っ

た恩師高松英雄教授に深 く感謝致 します｡
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写 真 説 明

写真1より写真28までは第

1実験の標本である｡

京大結研紀要 第8巻 第3号

13〕 巾村雄 :感光色素 第17号,31,1952.
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写真1 1週,肝,第 1型と呼ぶところの喰細胞集合巣で,

核分裂像(千)が至るところにみられ,

繁姑の機転がおこっている｡

×400写真3 1週,肝
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写真5 節4図の同 一郎の鋲釦染色 写真6 1週,碑 :結核菌は殆ど孤

写真7 2週,肝,晴々定型的な小型で,病黒では桁 戸線維が殆ど消失 している｡ ×400 在件にみ られる｡(ZiehトNeelsen染色)

×900写真 9 写真8の部の鍍鎚染色で.結節のT,引用には怪
度に栴 ｣′朝灘 を認めるが,内翻こは殆どない｡又,反対似りにはJJ.ifに精

子線維が存在するo交錯型とL呼んだところの病巣であるo X200 の鄭上皮細胞

結節である,J2,3週
頃ではこの様な痛ノ県が ‡:である｡
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写真1
1 ー経

で線o色ど10
染殆
×銀は顔でOの内い部渠なの病が川の生裏方祈

写

一
の

写真12写真1∩の類上皮細胞結節で写真135遇
,
肝
,
数個の 結節が融

は菌を認める｡ ×900
(ZiehトNeelsen染色〕
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写真20 し
〔合る血あ,で-l､-｣.1㌧ー＼卜日,-V

小小(.I二二.I.1､｣‖日日.1

G
細

対
写 真21と

× 100
- 23-柑カ結節 の融合したので,その梢 卜恒こ

多数の結
核菌
た類上皮写真
2
1写真20の渡銀染色で
,
放佃の写真226 週, 肝,この 時▼__._ ｣イ__IH _一一′′､rrI∫_JIrI.1I-

辺が 明f陶こ示される(×1
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写真26 9週,牌,乾鞄渠では可成 り増肝性の機
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に円形の矧

上乾細胞結節を認める｡周囲の反応は極めで極度である｡ x2()0 - 25-写真30 5週,肺,小

気管支粘膜下 写真31 5週,柿,小葉内に認められた類上皮細胞結節である｡融合､.._.rTITT/,.h､1/_丁ニTr

トムrlltj/.1′｣ー∧Jl･J 型である｡写真32 5週,牌,多数の結節を認める

写真33 5週,腎,周囲との境界の明確な


